
奈良市埋蔵文化財調査センター速報展示資料 No.4

こ ふ ん じだ い こ う き ぜんぽうこうえんふん は に わ

古墳時代後期の前方後円墳と埴輪の祭 リ
ヤイ古墳 ･奈良市法蓮町

さI1 つうしょういちじょうどおり いちじ上うみなみ

調査の概要 調査は､佐保小学校 の北側､通称一条通の北側で行いました｡平城京の一条南
お おじ じ上うばう
大路の北側にあたり､ここを平城京外と考える説と一条南大路より北にも南北二坪分の粂坊が存

在したと考える説があります｡このため､調査は奈良時代の遺構の確認 を目的として行いました

が､古墳時代後期の前方後円墳を発見することになり､小字名からヤイ古墳と仮称することとな
なら やま

りました｡調査地の北側には､丘陵上に那羅山古墳群がありますが､調査地付近はこれまでの発

掘調査からむしろ古墳時代の集落と考えられていたところです｡
しゅうごう

ヤイ古墳は､復原全長約18.5mの前方後円墳で､周液があります｡周液を含めた全長は約24
ま いそ う しせつ

mになります｡墳丘は後世に削られており､埋葬施設は不明です｡後円部は復原径約15mで､周

湊底からの高さは0.5-0.9mくらい残っています｡くびれ部の幅は約6.2mです｡前方部は短く､

長さ約3.5mで､前端部はやや開いて復原幅は約8.6mですO前端部の周濠は浅く､約0.2m残っ

てuます｡周濠の幅は､前方部東側で約2.2mですが､後円都側では約5.5mとなり､やや広がり

ます｡ これは､隣接する古墳の周湊と重なっているためかも知れません｡前方部西側では約8.0

mで､東側と比べて非常に広くなっています｡前方部の両側では周濠の形が異なっている可能性

もあります｡前方部前端の周濠の幅は狭く､約1.2mです｡
す え き lま じ き

周漠内から､古墳時代後期の埴輪､須恵器､土師器が出土しました｡埴輪は､周濠の上位から

多く出土し､特に前方部東側から多く出土 しました｡墳丘の上にあったものが､削られた際､周
つ舌 ていへい

濠内に捨てられたものと考えられます｡土器は､須恵器杯と提瓶が前方部前端から出土しました｡
がんり上う かめ ね

また､くびれ部西側では底から赤色顔料を入れた土師器聾が出土しました｡おそらく埴輪に塗っ

た顔料をそのまま喪に入れて置いたものでしょう｡
つく

ヤイ古墳は､今から約1450年くらい前の6世紀中頃 (古墳時代後期)に造られました｡それは､

出土した土器や埴輪の形や作 り方からわかります｡奈良市内では6世紀以降の前方後円墳はこれ

まで発見されてお らず､奈良市域の最後の前

方後円墳として位置付けられます｡

また､前方後円墳としては､非常に小さい

ことも特徴です｡奈良県内の前方後 円墳 (前

方後方墳を含む)の総数は約260基､近畿圏

(奈良 ･大阪 ･兵庫 ･京都 ･滋賀 ･和歌山の6 .1t･

府県)内では約830基ありますが､ヤイ古墳

は､奈良県内では最も小さく､近畿圏内でも

11番 目に小さい前方後円墳です｡ヤイ古墳

の大きさは､6世紀最大の前方後円墳､橿原
み せ まるやま
市見妻頼丸山古墳 (墳丘長約310m) と比べる

と､その1/17に過ぎないのです｡
発掘調査地点



え ん とう は にわ
埴輪の祭 リ ヤイ古墳の埴輪は､すべて周湊から出土しました｡大半は円筒埴輪ですが､人

かたど けいし上うはにわ きぬかき

や物を象った形象埴輪もあります｡形象埴輪のうち､家形埴輪や蓋形埴輪は後円都側から出土し

ていることから､円筒埴輪とともに墳丘の周囲に立てられた埴輪列のなかに置かれていたものと
たて

思われます｡また､馬形埴輪や人物埴輪 (女子 ･男子)､盾形埴輪､蓋形埴輪は､くびれ部付近

で出土しており､前方部に並べられていたものと思われます｡古墳時代後期になると､後円部で

行われていた埴輪の祭 りは､前方部で行わ れるようにな ります｡あるいは､埋葬施設が
よこあなしきせきしつ せんどう
横穴式石室の場合は､石室の羨道やその前で行われるようにな ります｡ヤイ古墳は､大量の埴輪

が周濠から出土したにもかかわらず､石室の石材と思われるものは出土 していないことから､横
もつかん

穴式石室ではなく､木棺をそのまま埋葬した可能性が高いでしょうO須恵器や土師器も前方部の

まわりで見つかっていることから､ヤイ古墳の埴輪の祭りは前方部で行われたとみて良いでしょ
いんし▲<き

う｡須恵器の飲食器や､手を前に出し､食物の入った容器を持っていたと思われる女子の埴輪が
そな

出土していることから､飲食物を供える祭りが行われていたのかもしれません｡

ヤイ古墳の形状と形象埴輪 ･土器の出土位置
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